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News Topics ま ち の
わ だ い

３月15日

赤こんリポート                                                      馬場 利男リポーター

東日本大震災の10年間をふりかえって

赤こんリポート                                         　　        東 恵子リポーター

　近江八幡市では、ボランティアでつながる頼もしい「お
やじ連」の皆さんが観光スポットや名所・旧跡などの整備
をしておられます。市民を見守るようにいつもそこにある

「八幡山」も「八幡山の景観を良くする会 ( 八景会 )」が第
3 木曜日に整備作業をしているそうです。2017 年から始
まった「石垣見える化プロジェクト」で、雑木に覆われて
いた豊臣秀次公ゆかりの城址の西の丸・出丸の石垣が、はっ
きり見えるようになりました。ふもとでは、「白鳥川の景
観を良くする会 ( 景観隊 )」が手入れをし、ぼんぼりを点
灯しておられる桜が咲き誇っていました。

石垣見える化で「八幡山城」が身近に

　大規模災害から学ぶ地域の防災力について、近江八幡市
赤十字奉仕団が 3 月 13 日、ひまわり館で防災講演会を行
いました。自治会役員や民生児童委員、赤十字奉仕団員が
参加し「～自助・共助で守る『自守防災』～」というテー
マで開催。講師に滋賀県防災支援赤十字奉仕団の中村準一
さんを迎え、日常の暮らしの中で非常時の防災・減災の備
えを意識すること、地域での「避難スイッチ」の 3 つの
材料「情報」・「身近な異変」・「人からの叫びかけや声かけ」
や避難先を分散することなどの報告がありました。一人ひ
とりが「自守防災」を行うことが大切だと考えさせられた
勉強会でした。また、この日は大震災当時のパネル展示も
開催されました。

中江しげ子さんに文部科学大臣表彰

　地域における社会教育活動の推進に多年にわたり功労の
あった人を表彰する文部科学省の社会教育功労者表彰を中
江しげ子さん（鷹飼町）が受賞されました。中江さんは、
平成 13 年から市地域女性団体連合会会長に、また平成
23 年からは県地域女性団体連合会常任理事に就任し女性
の地域活動のリーダーとして精力的に活動するほか、少年
補導委員や市社会教育委員、市人権尊重推進協議会女性活
動部会長など数多くの役職を歴任し多方面で活動されてい
ます。

4 月8日

安田小夜子さんに総務大臣感謝状

　令和 3 年 3 月 31 日で任期満了により行政相談委員を退
任された安田小夜子さん（安土町西老蘇）に、総務大臣感
謝状が贈呈されました。安田さんは、38 年半勤めた旧安
土町役場での経験を生かし、平成 23 年から行政相談委員
に就任され 10 年間務められました。在任中は、毎月市役
所内に開設する行政相談所で、市民からのさまざまな困り
ごとや相談への助言や、相談者と行政の架け橋となって活
躍され、行政相談制度の発展に寄与されてきました。

ますます歩きやすくなった沖島の散策道

３月 29日

オープンに花を添える坪井さんのサッカー教室

4 月 4日

　今春オープンした市立健康ふれあい公園サッカー場の
オープニングイベントで、サッカー元日本代表の坪井慶介
さんが指導するサッカー教室が開かれ、市内外から小学 1
～ 3 年生の 43 人が参加。子どもたちは、サッカーで大切
な基本姿勢や左右に素早く動くステップの指導を受けた
り、サッカーボールを使った「だるまさんが転んだ」など
を行ったりした後、ボールを２つ使用した試合形式でドリ
ブルやパス、シュートの練習を行いました。坪井さんが華
麗なドリブルやシュートを披露すると、子どもたちや周囲
で見守る保護者から大きな歓声が上がりました。

4 月6日

信長隊安土衆の活動に認定証を授与
　織田信長や武将、姫たちに扮して、誘客や観光 PR 活動
に取り組む「おもてなし武将隊 信長隊安土衆」。この活動
を本市が後援するため、小西市長が認定証を授与しました。

（一社）近江八幡観光物産協会で平成 25 年 3 月に発足し
た武将隊は、安土城天主 信長の館や安土城跡などで観光客
をもてなしたり、県内外での歴史イベントに参加したりし
て本市の魅力を伝えています。この認定で武将隊は「かぶ
との緒を締め、観光客の笑顔が増えるよう精進したい」と
決意を新たにしていました。

３月19日

福祉事業所にリユースパソコンを寄贈

　大阪ガス株式会社とグループ企業の株式会社オージス総
研が、障がい者の活動支援に役立ててと、市内の 2 か所
の障がい福祉事業所にリユースされたパソコンをそれぞれ
1 台ずつ寄贈されました。企業が業務で使用していたパソ
コンを草津市内の施設で再生し、パソコンを必要とする県
内の福祉事業所に 10 年前から寄贈されているもので、市
内の事業所にはこれまでに 8 台寄贈されています。障が
い福祉事業所ではリモート会議などに活用されます。

　沖島町自治会が市の補助事業である「里山再生整備事業」
で「里山の再整備」と「林道・散策道の再整備」に平成
31 年度から 3 年間にわたって取り組まれています。この
事業では、企業ボランティアとして参画する奥井総建と同
自治会が一体となって、沖島小学校から厳島神社までの散
策道に架かる橋を整備されており、令和 2 年度は沖島小学
校から数えて 8 本目の橋の改修工事が完了。同社の功績に
対し同自治会から感謝状が贈呈されたあと、改修された橋
が披露され関係者が渡り初めを行いました。


